
事業番号 - - -

（ ）

現状・課題
（5行程度以内）

翌年度へ繰越し（D) - - - -

11

0.6

0

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

○改正貸金業法の適切かつ円滑な施行のための周知や多重債務問題改善プログラムに掲げられた施策の実施
○ギャンブル等依存症対策（ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議決定）の施策の実施
○金融トラブル連絡調整協議会等の枠組みを利用した金融ＡＤＲ（裁判外紛争解決）制度の円滑な運営

実施方法 直接実施、委託・請負

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) 11 9 11

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

23 13 13 13 13

予備費等（E) - - - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) 23 13 13 13 13

- - -

-

平成17年度
事業終了
（予定）年度 終了予定なし 担当課室

- -

補正予算（B) - - -

-

-

2023 金融 22 0013

金融庁

政策 基本政策Ⅱ　利用者の保護と利用者利便の向上

事業の目的
（5行程度以内）

金融サービスの利用者保護の仕組みを確保するとともに、当該仕組みや各種金融サービスの特性に係る利用者の理解の向上を図ること。

企画市場局総務課、リスク分析総括課 若原　幸雄、大城　健司

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

-
関係する

計画、通知等

多重債務問題改善プログラム（平成19年４月20日　多重債務者対
策本部決定）
ギャンブル等依存症対策推進基本計画（令和４年３月25日閣議決
定）

事業名 金融サービス利用者保護の推進に必要な経費 担当部局庁 企画市場局、総合政策局 作成責任者

事業開始年度

施策
施策Ⅱ－２　利用者の保護を確保するための制度・環境整備と金融モニタリング
の実施

政策体系・評価書URL

主要経費 その他の事項経費

令和5年度行政事業レビューシート

https://www.fsa.go.jp/seisaku/

(目)

事業概要URL
-

(項)

令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) 13

11

85%

0.5

執行率（％）
=(G)/(F)

48% 69% 85%

金融政策費

当初予算＋補正予算に対する執行額の
割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
48%

主な増減理由（・要望額・予備費）

69%

令和6年度要求

(目)

(目)

0.7

　

　

　

(目)

0.6 0.5

0

0.8

金融政策業務庁費

諸謝金

金融政策業務旅費

委員等旅費

その他

13

ポスター・リーフレットの配布、インターネット広告の実施、金融庁ウェブサイトへの掲示等により多重債務相談窓口や、改正貸金業法等の制度について普及活動を実
施しており、平成18年12月の改正貸金業法の成立後、多重債務者数は大幅な減少を続けてきたが、ギャンブル等依存症等への対応や、地方自治体からの普及活動
に対する根強いニーズもある。

令和6年度要求

-

-

-

https://www.fsa.go.jp/seisaku/


アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

アクティビティである多重債務問題の解決に向けた支援が、最終目標である多重債務者数（貸金業者からの無担保無保証借入れ件数が５件以上ある人数）の減少に
直接結びつくため。

656,000755,000 740,000

成果実績

655,800

多重債務相談窓口の認知向上により、窓口にアクセスする多重債務者の人数が増加し、更には相談員の助言により債務解消につながる事案が増加するため、成果
目標として設定。なお、根拠として用いた統計・データ名（出典）は㈱日本信用情報機構「信用情報提供等業務に関連する統計」である。

-

122.2％

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

730,300

110

10 年度

貸金業者からの無担保無保証借入れ件
数が５件以上ある人数が減少傾向とな
ること

貸金業者から５件以上無担保
無保証借入の残高がある人数
（㈱日本信用情報機構公表）

達成度

単位 令和2年度

93.8

目標最終年度

↓

活動内容①
（アクティビティ）

多重債務相談窓口の認知向上
多重債務者対策に関する相談
窓口の認知向上を図るための
ポスター等配布部数

活動実績 部 671,900

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 部

- -

672,000

活動目標 活動指標

786,000

多重債務相談窓口の周知・広報等を実施することにより、多重債務問題の解決に向けた支援を行う。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

㈱日本信用情報機構「信用情報提供等業務に関連する統計」

成果目標①-1の
設定理由
（アウトプット

からのつながり）↓

8.5

-

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

―

万人 9 9.9 11

目標値 万人 9.6 9 9

活動内容②
（アクティビティ）

金融分野における金融ＡＤＲ制度の関係機関における金融商品・サービスに関する苦情・紛争に係る情報の共有化・連携強化を図り、利用者保護のより一層の充実
を図る。

↓

活動目標及び活動実績
②

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

利用者の信頼性向上及び指定機関の
連携強化

金融トラブル連絡調整協議会
の開催

活動実績 回 1 2 2 - -

当初見込み 回 4 4 4 4 4

↓
成果目標②-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）

当該会議の開催を通じて、指定紛争解決機関やその会員である金融機関に対して金融ＡＤＲ制度の理解などの向上を図り、相談者等が信頼して利用しやすい環境を
整備することによって、当該制度の利用の促進を慫慂する。

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

金融トラブル連絡調整協議会資料１－３「指定紛争解決機関の紛争解決等業務実施状況」より

成果目標及び成果実績
②-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

5 年度

金融ADR制度について、利用者が信頼
して利用できるような環境整備をおこな
い、利用の促進を図ること

指定紛争解決機関（８機関）に
おける紛争解決手続受付件数

1,148 1,075 1,143 -

目標値 人 1,000 1,000 1,000 1,000

達成度 ％ 114.8 107.5 114.3 -

成果実績 人

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ②について定性的なアウトカムを設定している理由

―

アクティビティ②についてアウトカムが複数設定できない理由

金融ＡＤＲ制度の関係機関による紛争解決・利用者保護のより一層の充実が、長期アウトカムである「利用者が信頼して利用できるような環境整備をおこない、利用
の促進を図ること」に直接結びつくため。



-

-

目標年度における効果測定に関する評価（令和6年度実施)

点検結果

令和４年度には「ギャンブル等依存症問題啓発週間におけるTwitter広告」や「多重債務相談
窓口周知のためのLINE広告及びTwitter広告」を展開し、SNS広告の活用による多重債務相
談窓口の周知・広報を拡大させることができた。
リーフレット等の配布にあたっては、引き続き事前に各配布先の必要部数を把握することによ
り、重点化・効率化を図っている。
また、見積合わせでは３者以上に見積りを依頼しているほか、一般競争入札を行うなど競争
性の確保に努めていること等から、予算は適切に執行されていると考える。

○リーフレット等の配布及びSNS広告による効果を点検し、真に必要な要求内容となるよう精査すること。
○引き続き、調達に際しては、競争性の確保に努め、経費削減を図っていくこと。

チェック

外部有識者の所見

点検対象外

0009

2021 金融

上記への対応状況

上記への対応状況

過去に受けた指摘事項と
対応状況

0007

令和2年度 金融庁 0007

0009

令和4年度 2022 金融 21

・多重債務相談窓口の周知・広報経費については、競争性確保のため、引き続き一般競争入札等を行うとともに、効率的な予算執行に努めていくこととし、令和６年度においても真に必
要な予算に限り要求を行っていく。また、SNS広告の効果を点検し、引き続きインターネット広告による周知・広報の拡大を検討していく。
・金融分野における金融ADR制度改善経費については、金融ＡＤＲ制度の維持と改善のため、金融トラブル連絡調整協議会において有識者や関係機関と利用者保護に資する建設的な
建設的な議論、検討を行っていくよう事務局として運営し、そこでの議論、検討の結果を施策に反映することにより、利用者保護のより一層の充実を図る。

関連する過去のレビューシートの事業番号

20

令和元年度

平成28年度 6

平成29年度 0005

令和3年度

平成27年度

金融庁

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度 6

平成25年度 6

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

〇インターネット広告も活用した多重債務相談窓口の周知・広報の拡大を検討していく。
○多重債務相談窓口の周知・広報経費については、競争性確保のため、引き続き一般競争入札等を行うとともに、効率的な予算執行に努めていくこととし、令和６年度においても、真に必要な予算に限り要求を行っていく。
○金融分野における金融ADR制度改善経費については、令和６年度予算要求においても、前年同規模の予算要求を行っていくとともに、金融ＡＤＲ制度の円滑な運営を行い、利用者保護のより一層の充実を図る。

現状通り

現状通り

5

平成30年度 0007

平成23年度 7

事業に関連する
ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

平成26年度 6

備考

改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善

アクティビティから長期アウトカムについて６つ以上記載が必要な場合はチェックの上【別紙１】に記載



　費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ
いて補足する）
（単位：百万円）

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途

計 4.4 計 4.4

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

事業費
多重債務相談窓口等周知のためのリーフレット・ポス
ターの作成

4.4 事業費 貸金業利用者に関する調査 4.4

G．個人Ｆ（金融トラブル連絡調整協議会委員）他５名

0.2百万円

金融トラブル連絡調整協議会の出席

金融庁
11百万円

多重債務相談窓口の広報、各
種アンケート結果の公表

委託

【一般競争契約（最低価格）】

A.㈱バリュース 4.4百

万円

委託

【一般競争契約（総合評価）】

B. ㈱ＢＵＬＫ

4.4百万円

貸金業利用者に関

する調査

委託

【随意契約（少額）】

C. ㈱サーベイリ

サーチセンター

多重債務相談窓口

の対応状況アンケー

トの集計、グラフ化

多重債務相談窓口等周知

のためのリーフレット・ポス

ターの作成

委員への支給

D. ㈱イーエムネッ

トジャパン

委託

【随意契約（少額）】

F. 個人Ａ 他２人

0.1百万円

委員等への支給

多重債務相談に係

る人材の育成のた

めの研修講師

E. ㈱イーエムネッ

トジャパン

多重債務相談窓口

等周知のためのSNS

広告の実施

委託

【随意契約（少額）】

多重債務相談窓口

等周知のためのSNS

広告の実施



支出先上位１０者リスト

A.

B

C

D

E

F

G

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙3】に記載 チェック

- -

入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 個人E他６名 -
金融トラブル連絡調整協議会
の出席

0.2 その他 -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等

-

6 個人C - 研修講師への旅費 0 その他 - - -

- -

5 個人C - 研修講師への謝金 0 その他 - -

- - -

4 個人B - 研修講師への旅費 0 その他 -

3 個人B - 研修講師への謝金 0 その他

-

2 個人A - 研修講師への旅費 0 その他 - - -

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 個人A - 研修講師への謝金 0 その他 - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数
（応募者数）

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
株式会社イーエムネットジャパ
ン

1011101066507
ギャンブル等依存症問題啓発週
間に係るSNS広告

0.2
随意契約
（少額）

2 - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数
（応募者数）

落札率

3 - -1
株式会社イーエムネットジャパ
ン

1011101066507
多重債務相談窓口周知等のため
のSNS広告の実施

0.7
随意契約
（少額）

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

- -

入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
株式会社サーベイリサーチセ
ンター

6011501006529
多重債務相談窓口の対応状況ア
ンケートの集計、グラフ化

0.9
随意契約
（少額）

3

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等

-

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 株式会社BULK 2011701024086 貸金業利用者に関する調査 4.4
一般競争契約
（総合評価）

1 -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数
（応募者数）

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 株式会社バリュース 2010001220024
多重債務相談窓口等周知のため
のリーフレット・ポスターの作成

4.4
一般競争契約
（最低価格）

5 - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数
（応募者数）

落札率


